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Clumps of MSCs/ECM complex (C-MSC)は、MSCs と MSCs が産生した extracellular matrix 
(ECM)のみで構成されており、人工材料を用いることなく効果的な骨組織再生能を示す。
(Cytotherapy、2015)｡本研究では、ビーグル犬を用いて実験的歯周炎を惹起させた根分岐部 3
級歯周組織欠損モデルにおける C-MSC の歯周組織再生能を評価した。 
材料と方法 
イヌ骨髄間葉系幹細胞(dMSC)は、移植予定のイヌの腸骨骨髄液の接着培養によって分離した。
dMSC を 24well プレートに 7×104/well にて播種し、50μg/mlのアスコルビン酸含有の増殖培地
(DMEM+10% FBS)にて 4 日間培養し、十分な ECM を産生させた。これを鈍的に剥離し、細胞




岐部 III 級欠損を作製し、根面のルートプレーニングを行った一週間後に、C-MSCs もしくは
OIM-C-MSCs を移植した。欠損部になにも移植しないものを対照群として用いた。移植後 8、








織が観察された。HE 染色を用いた形態学的計測では非移植群と C-MSC 移植群では有意な差は




















幹細胞集塊 C-MSC 移植は安全かつ効果的な新規歯周組織再生療法となる可能性が示唆された｡ 
 
